
あ
お
ぞ
ら
十
年
一
昔

今
月
は
、
野
吉
集
落
の
竹
下 

続
さ
ん
の

お
宅
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
！
（
詳
し
く
は
表
紙
裏
へ
）

月11
晩秋号

2017年
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３
　
年
金
友
の
会
ひ
ろ
ば

４
　
あ
お
ぞ
ら
ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス

６
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
　
健
康
情
報 

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

７
　
女
性
部
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　
　
家
の
光

８
　
ト
ッ
プ
コ
ラ
ム

　
　
農
政
ニ
ュ
ー
ス

９
　
Ｌ
ｅ
ｔ'
ｓ 

自
己
改
革

10
　
営
農
情
報 

早
期
水
稲
生
産
対
策
に
つ
い
て

11
　
子
牛
せ
り
市
情
報
・
農
作
業
啓
発

　
　
農
機
具
展
示
会

12
　
Ａ
コ
ー
プ
通
信
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
こ
ん
に
ち
は
「
ク
ミ
ア
イ
家
庭
薬
」
で
す

　
　
農
協
共
通
商
品
券
の
ご
案
内　

他

13
　
ま
ち
が
い
探
し

14
　
き
ら
き
ら
ス
マ
イ
ル
・
行
事
予
定

　
　
理
事
会
・
経
営
管
理
委
員
会
報
告

15
　
育
て
よ
う
明
日
を

16
　
Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
感
謝
祭

”青”の象形は「土から若い植物の芽が出る」
ことを指しています。”青”は若々しい新しい
才能が花開くイメージを持っています。それ
がたくさん集まって…

今月の表紙

野吉集落
竹下　続 さん（77 歳）
　　　順子 さん（70 歳）

「続けることが大切」
続さん、順子さんご夫婦は、親牛 10 頭、サツ

マイモ、ほうれん草、京芋、オクラ、飼料
稲など飼育、栽培されています。おじゃました
日は、「ちょうど（JA の）畜産課にいい形のサ
ツマイモを置いてきたのよ～」と順子さん。「ス
カート作って履かせてあげて」と、続さんも笑
顔で続きます。
　多趣味の続さんは、詩吟、太極拳など月２回
レッスンに出かけているそうです。ウォーキング
もされていて、12 月には息子さん、娘さん、お

孫さんたちと大会に参加するのをとても楽しみ
にされているそうです。また、詩吟は「大声出
すからストレス発散になっているからね、家で
やさしいの（笑）」だそうです。
　順子さんは、JA 女性部に長年携わってこられ
ました。部長も務められ、「皆さんの協力があっ
たからこそ」と話します。有明のふるさとまつり
で豚汁の振る舞い 500 食分を準備したときは大
変だったと振り返ります。現在は、グラウンドゴ
ルフを楽しんだり、続さんとあちこちへ出かけて
いらっしゃるそうで、11 月のカレンダーは予定
がびっしり。「忙しいのが趣味」とお二人笑って
話されます。
　農業をしている若者に助言をお願いしたとこ
ろ「作物は裏ぎらない。愛情をいっぱい注ぎま
しょう。必ずいい効果が出てきます。頑張って
欲しいです」とエールをいただきました。

11月号

ぐん　　　　　じょう

目　

次

平成 17 年から約４年間、群青で掲載してい
た「元気バリバリ」コーナーへ登場いただ
いた方に、およそ 10 年ぶりに再登場してい
ただきます。以前と変わらぬ元気バリバリ
な様子を紹介します！

倖義（ゆきよし）くん（３カ月）と一緒に
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10
月
31
日
、
第
17
回
年

金
友
の
会
総
会
を
本
所
で

開
催
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
壱
成
と
仲
間
た
ち

に
よ
る
舞
踊
シ
ョ
ー
や
、

島
津
悦
子
さ
ん
に
よ
る
歌

謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
で
デ
ビ
ュ
ー
30
周

年
の
島
津
さ
ん
が
登
場
す

る
と
、
会
場
は
大
き
な
拍

手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
島
津
さ
ん
は
、
会
場

を
隅
々
ま
で
回
っ
て
お
客

さ
ま
と
握
手
さ
れ
た
り
、

マ
イ
ク
を
向
け
て
一
緒
に

歌
っ
た
り
、
歌
の
合
間
に

は
鹿
児
島
弁
で
お
話
し
さ

れ
た
り
と
、
会
場
は
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
お
楽
し
み

抽
選
会
も
あ
り
、
お
越

し
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に

は
、
最
後
ま
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

10
月
4
日
～
6
日
、
年
金
友
の
会
企
画

旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
山
陽
周
遊
を
巡
る

広
島
・
岡
山
・
兵
庫
の
旅
に
18
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
き
は
新
幹
線
、

帰
り
は
飛
行
機
で
ゆ
っ
く
り
と
し
た
旅
で

し
た
。

　

広
島
の
平
和
記
念
資
料
館
や
、
船
で

渡
る
き
の
え
温
泉
、
兵
庫
の
姫
路
城
や
神

戸
中
華
街
な
ど
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
県
大
会

　

9
月
７
日
、
溝
辺
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
て
、
第
４
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
鹿

児
島
年
金
友
の
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
各
地
区
の
代
表
１
６

０
名
が
参
加
し
、
あ
お
ぞ
ら
か
ら
は

代
表
８
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

個
人
の
部
で
は
持
冨
秀
明
さ
ん
が

13
位
、
曽
原
庸
さ
ん
が
20
位
に
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
県
大
会

  

10
月
12
日
、
鹿
児
島
市
で
第
41
回

県
農
協
利
用
者
年
金
友
の
会
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
地
区

の
代
表
60
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

あ
お
ぞ
ら
代
表
は
よ
も
ぎ
チ
ー
ム
・

万
年
青
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

最
高
気
温
が
30
度
を
上
回
る
猛
暑

の
中
、
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

山
陽
周
遊
３
日
間
♪

企
画
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！

県
大
会
開
催

年
金
友
の
会 

総
会
盛
大
に
開
催
！

年
金
友
の
会
会
員
募
集
中

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
、

ご
招
待
な
ど
あ
り
ま
す
♪

年
金
の
お
受
け
取
り
は
Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ

ら
で
ど
う
ぞ
!!

イベント満載！ 秋の年金友の会ひろば

会場に設けた、福祉センターに
よる介護相談コーナー

女性部、加工センター、Ａコープによる、ふくれ菓子、ドレッシング、果物などの販売
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Ｊ
Ａ
は
10
月
17
日
「
自
己
改
革
の
取
組

み（
農
家
所
得
向
上
）に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
本
所
で
平
成
29
年
度
運
営
モ
ニ
タ
ー

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
生
産
者
部
会
、

市
役
所
、
市
議
会
、
公
民
館
、
農
業
委
員

会
、
農
業
公
社
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
・
青
壮
年

部
な
ど
の
モ
ニ
タ
ー
会
員
と
、
Ｊ
Ａ
役
職

員
が
出
席
し
ま
し
た
。

自
己
改
革
を
着
実
に
実
践
！

組
合
員
・
利
用
者
の
声
を
聞
く　

運
営
モ
ニ
タ
ー
会

　

自
己
改
革
プ
ラ
ン
の
重
点
取
組
み
事
項

で
あ
る
『
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
取
組
み
強

化
』『
収
入
拡
大
・
コ
ス
ト
抑
制
対
策
』
の
、

現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
３
分
科
会

に
分
か
れ
協
議
し
た
後
、
全
大
会
で
各
班

の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
会
で
は
、
営
農

指
導
、
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
や
地
域
活

性
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

山
川
政
文
経
営
管
理
委
員
会
会
長
は「
農

協
は
、
総
合
事
業
体
。
皆
さ
ま
の
声
を
し
っ

か
り
聞
き
、
着
実
に
誠
実
に
自
己
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

会
で
出
さ
れ
た
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要

望
に
つ
い
て
は
、
次
回
以
降
の
本
紙
等
に
て

回
答
い
た
し
ま
す
。

機械で、大きさ・重さ・形など選別します

摘採が始まった大麦若葉

　

今
年
完
成
し
た
甘
藷
選
果
場
が
、
本
格

的
に
稼
働
を
始
め
て
い
ま
す
。本
年
産
は
、

害
虫
に
よ
る
茎
葉
の
食
害
被
害
が
一
部
あ

り
ま
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
順
調
な
生

育
。
39
戸
が
33
㌶
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
上
旬
に
目
ぞ
ろ
え
会
を
開
き
、
指

導
員
が
重
量
や
直
径
、
長
さ
な
ど
選
別
基

準
を
細
か
く
説
明
。
生
産
者
は
規
格
の
詳

細
を
熱
心
に
質
問
し
ま
し
た
。
新
設
し
た

貯
蔵
庫
に
初
め
て
集
荷
す
る
た
め
、
コ
ン

テ
ナ
の
置
き
場
所
や
荷
卸
し
場
所
、
受
け

入
れ
時
の
流
れ
な
ど
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

管
内
で
は
、
大
麦
若
葉
の
摘
採
・
製
造

が
10
月
下
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
日
照

不
足
の
影
響
で
、
色
が
や
や
薄
い
傾
向
で

す
が
、
今
後
の
肥
培
管
理
を
徹
底
し
高
品

質
な
生
産
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
産
の
栽
培
面
積
は
１
５
０
㌶
で
27

年
産
の
約
３
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
製
茶

工
場
の
稼
働
し
な
い
冬
場
に
大
麦
若
葉
を

生
産
・
加
工
し
、
生
産
者
の
所
得
向
上
や

通
年
雇
用
に
つ
な
げ
、
今
後
も
需
要
が
見

込
め
る
大
麦
若
葉
の
振
興
に
今
後
も
つ
と

め
て
い
き
ま
す
。

甘
藷
選
果
場
本
格
稼
働

選
果
、選
別
を
徹
底

大
麦
若
葉
の
摘
採・製
造
始
ま
る

栽
培
面
積
３
年
で
３
倍

活発な意見が交わされた運営モニター会分科会
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話に花が咲きました

　
Ｊ
Ａ
は
、
10
月
13
日
の
年
金
受
給
日
に

合
わ
せ
て
、
本
支
所
、
出
向
所
の
来
店
者

に
、
女
性
部
手
作
り
の
ふ
く
れ
菓
子
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
本
所
と
西
部
支
所

で
は
、
お
茶
と
熟
し
芋
、
女
性
部
手
作
り

の
浅
漬
け
の
ふ
る
ま
い
も
行
い
ま
し
た
。

　

本
所
で
は
、
休
憩
所
を
設
け
、
職
員
が

秋
ら
し
く
飾
り
つ
け
て
来
店
者
を
も
て
な

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
ら
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お

知
ら
せ
や
広
報
誌
な
ど
を
配
り
な
が
ら
積

極
的
に
声
を
か
け
、
来
店
者
と
話
を
し
ま

し
た
。

　

ふ
る
ま
い
は
大
盛
況
で
、
来
店
者
か
ら

は
「
お
い
し
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
」
と

感
謝
や
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
で
は
、
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
店
舗
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

９
月
27
日
、
志
布
志
市
内
の
国
道
２
２

０
号
線
と
県
道
１
１
０
号
線
で
、
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
期
間
に
合
わ
せ
て
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
る
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
交
通
事
故
根
絶
の
た
め
、
ま

た
交
通
安
全
思
想
の
普
及
と
浸
透
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
多
く
の
参
加
者
が
タ
ス

キ
を
か
け
て
沿
道
に
立
ち
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
職
員
も
、
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
参
加
し
、
通
行
す
る

車
両
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た

１
０
０
０
人
街
頭
立
哨
パ
レ
ー
ド

年
金
受
給
日
に
ふ
れ
あ
い
活
動

女
性
部
手
作
り
の
ふ
く
れ
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

通山出向所前で呼びかけました

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
食
農
教
育
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

通
山
小
学
校
の
２
年
生
か
ら
、
春
に

贈
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
で
、
お
い
し
い
お

芋
が
で
き
た
こ
と
、
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト

を
作
っ
た
こ
と
な
ど
、
一
生
懸
命
に
書

か
れ
た
手
紙
と
写
真
の
お
礼
が
届
き
ま

し
た
。

　

本
所
に
て
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

通
山
小
２
年
生
よ
り

お
便
り
が
届
き
ま
し
たお便りをくれた、通山小２年生の皆さん（届いたお便りの一部）

JAUSER
四角形
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日
頃
よ
り
、
多
く
の
皆
様
に
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
９
月
19
日
に
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
合
同
の
敬
老
会
を
行
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
上
野
様
の
演
舞
、
職

員
の
出
し
物
な
ど
大
変
盛
り
上
が
り
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
運
動
会

が
行
わ
れ
「
楽
し
か
っ
た
～
」
と
い
う

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
中
旬
に
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り

を
行
い
た
く
さ
ん
収
穫
出
来
ま
し
た
。

「
た
く
さ
ん
採
れ
た
ね
」「
よ
か
根
が
は

い
っ
ち
ょ
い
ね
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
つ
ぎ
は
冬
野
菜
を
植
え

て
、
成
長
、
収
穫
を
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

介
護
の
こ
と
で
お
困
り
の
事
が
あ
れ

ば
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
９
９
）
４
７
１
︱
５
７
７
２

ＪＡあおぞら総合福祉センターだより

　

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
幅
広
い
年
齢
層
に
急

性
胃
腸
炎
を
引
き
起
こ
す
ウ
ィ
ル
ス
で
、
感

染
力
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

年
間
を
通
し
て
発
生
し
ま
す
が
、
主
に
冬

場
に
多
発
し
、
十
二
～
二
月
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
す
。

　

感
染
の
経
路
は
、
感
染
者
の
汚
物
に
よ
る

接
触
感
染
・
飛
沫
感
染
、
調
理
に
よ
る
接
触

感
染
、食
事
に
よ
る
感
染
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
す
る
と
、
一
～
二
日
で
発
症
し
、
激

し
い
嘔
吐
・
下
痢
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
こ

れ
ら
の
症
状
が
一
～
二
日
続
い
た
後
で
、
自

然
に
回
復
し
ま
す
。

　

予
防
策
は
、
手
洗
い
・
加
熱
・
消
毒
が
主

に
な
り
ま
す
。
手
洗
い
は
、
指
先
や
指
の
間

な
ど
手
洗
い
が
不
十
分
に
な
り
や
す
い
部
位

を
意
識
し
て
丹
念
に
洗
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
品
は
な
る
べ
く
火
を
通
し
た
も

の
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
特
に
貝
類
は
し
っ
か

り
中
心
部
ま
で
加
熱
調
理
す
る
こ
と
が
、
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
汚
物
に
は
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
が
大

量
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
汚
物
の
処
理
は
、

感
染
に
十
分
に
注
意
し
な
が
ら
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
か
つ
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
感
染
症
が
流
行
す
る
時
期
で

す
。
ま
ず
は
予
防
！
万
全
な
対
策
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

【
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
】

鹿
児
島
厚
生
連
病
院

消
化
器
内
科
医
長　

柊  

元  

洋  

紀

身近な
健康情報

下記の日程で、ＪＡ厚生連健康管理センターにお
ける、人間ドックを募集しています。

　厚生連健康管理センターは、人間
ドック学会より「人間ドック健診施設
機能評価Ｖｅｒ２」の認定を受けて、
受診者の皆様が安心して質の高い人
間ドックをご受診いただけますよう取
り組んでいます。
　また、関連施設の「鹿児島厚生連病
院」と連携して、人間ドック後の精密
検査や再検査といった事後管理体制
を整備し、「治療から予防に至る一貫
体制」のもと、健康管理のお手伝いを
行っています。

【人間ドックのご案内】

受診日 コース 募集人員

１２月２０日（水） 一般コース，女性コース 各５名

平成３０年２月２日（金）一般コース，女性コース 各５名

お申込み・お問い合わせは
企画管理課（☎474－1211）までご連絡ください。

人間ドック日程表



群青　2017年11月号7

　

今
年
の
最
高
齢
者
は
、
通

山
校
区
の
山
下
兼
教
さ
ん

（
１
０
０
歳
）。
奥
さ
ん
の
エ
ミ

さ
ん
（
92
歳
）
も
お
元
気
で
し

た
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、

代
表
で
安
留
フ
ヂ
エ
さ
ん
と
丸

目
ユ
リ
子
さ
ん
に
お
渡
し
し
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
に
毎
日

を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

ふ
れ
あ
い 
愛
の
日

　

９
月
15
日
、
女
性
部
は
管
内

の
88
歳
以
上
の
ご
長
寿
の
方
々

の
自
宅
を
訪
問
し
、
手
作
り
の

ち
ら
し
寿
司
や
ふ
く
れ
菓
子
を

手
渡
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
事
業
を

長
年
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

組
合
員
や
地
域
住
民
の
皆
さ

ま
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

「
ふ
れ
あ
い
愛
の
日
」
と
し
て
、

敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
お
祝
い
の
手

紙
を
添
え
て
、
女
性
部
員
が
約

１
０
０
食
分
を
配
り
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

　

10
月
14
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
は
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
鹿
児
島

フ
レ
ミ
ズ
リ
ー
ダ
ー
の
守
屋
宏

美
さ
ん
を
講
師
に
、
ピ
ア
ス
や

イ
ヤ
リ
ン
グ
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
な

ど
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
を
行
い

ま
し
た
。
自
分
で
選
ん
だ
フ
レ
ー

ム
に
、
ビ
ー
ズ
や
ラ
メ
、
シ
ー
ル

な
ど
の
パ
ー
ツ
を
入
れ
て
、
Ｕ

Ｖ
レ
ジ
ン
（
紫
外
線
で
硬
化
す

る
樹
脂
）
を
流
し
こ
み
固
め
て

作
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
大

満
足
。
参
加
者
の
子
ど
も
た
ち

も
一
緒
に
作
り
、
有
意
義
な
時

Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
こ
ん
に
ち
は

敬
老
の
気
持
ち

を
形
に

ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
体
験

手作りしたちらし寿司やふくれ菓子を配達に出かける女性部員

手作りアクセサリーを手に　ハイ ポーズ♪
デザインどうしようかしら～

出来上がったアクセサリー

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
今
後
の

フ
レ
ミ
ズ
活
動
は
、
ネ
イ
ル
と

料
理
教
室
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

JAUSER
四角形



　

第
48
回
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、10
月
22
日
投
開
票
が
行
わ
れ
、

農
政
連
あ
お
ぞ
ら
支
部
が
推
薦
し
た
森
山
ひ
ろ
し
候
補
が
12
万

８
千
票
あ
ま
り
を
獲
得
し
、
６
回
目
の
当
選
を
果
た
し
た
。
県

全
体
で
の
投
票
率
は
54
・
48
％
で
前
回
を
２
・
98
ポ
イ
ン
ト
、
志

布
志
市
で
の
投
票
率
は
56
・
03
％
で
前
回
を
５
・
76
ポ
イ
ン
ト
そ

れ
ぞ
れ
上
回
っ
た
。

　

今
回
の
衆
院
選
は
、
一
票
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
小
選

挙
区
定
数
が
「
０
増
６
減
」
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
鹿
児
島
県

の
小
選
挙
区
割
が
５
か
ら
４
に
減
少
。
旧
鹿
児
島
５
区
に
霧
島

市
を
加
え
た
新
４
区
で
立
候
補
し
た
森
山
ひ
ろ
し
候
補
は
、
自

由
民
主
党
国
会
対
策
委
員
長
の
要
職
に
あ
る
た
め
、
地
元
で
の

活
動
が
制
限
さ
れ
る
苦
し
い
選
挙
戦
が
予
想
さ
れ
た
が
、
社
民

党
の
推
薦
を
受

け
た
野
呂
正
和

候
補
を
見
事
退

け
た
。

　

森
山
議
員
は

鹿
屋
市
出
身
の

72
歳
。
財
務
副

大
臣
、
農
林
水

産
大
臣
な
ど
を

歴
任
、
今
年
８

月
よ
り
自
由
民

主
党
国
会
対
策

委
員
長
に
就
任

し
て
い
る
。

農
政
ニ
ュ
ー
ス

演説を行う森山ひろし候補（本所選果場にて撮影）

　

　平成 25 年５月「今後 10 年間で、農業・農村全
体の所得を倍増させる」と安倍首相が表明しまし
た。このことを受け、規制改革会議（現・規制改
革推進会議）などが推進役となり、農業・農村改
革の提言をしています。例えば、農地改革・農協
改革があげられます。
　とりわけ、農協改革について「信用・共済事業
を単協から切り離し、営農指導・販売・購買事業
に集中し、農業者の戦略的な支援を強化する」な
どと言っていますが、これは多くの農家組合員の所
得倍増につながるものではありません。農協の組
織力を弱めながら地域社会における存在を希薄に
し、企業の農業分野への参入をやり易くする事は
明白です。「改革」という言葉は耳障りのいい言葉
ですが、自由経済を推し進め、さらなる競争社会
を作り出し、農村部ですら貧富の差がますます大

きくなるという事を意味しています。
　これまでＪＡあおぞらは、少子高齢化の進展、
組合員が減少する中で、多様な農業担い手の育成
という観点から、高齢者の技術力・知識力を発揮
してもらい、高品質の農産物を消費者に供給する
ことで、所得確保に努め、また、一部農産物の買
取り方式を導入し、農家の所得安定を図ってきまし
た。さらに、県下のＪＡに先駆けて、様 な々事業を
展開し、地域社会に貢献してきました。いわゆる
規制改革推進会議の提言については、経営的なリ
スクを伴いながらも着実に実践してきました。
　さて、改革を推進するために、多様な農業担い
手の育成、農家所得の向上は、ブレずに推し進
めていかなければなりません。あおぞらブランドを
確立し、あおぞら農畜産物の知名度アップを図り、
有利販売に努めて参ります。
　そのためには、ＪＡと組合員が同じ目的・目標を
共有できるようにしなければなりません。各部会を
中心に話合い活動を徹底するとともに、職員個々
の能力を一層高め、組合員と一緒に汗をかき、組
合員をリード出来る職員の育成が急務です。また、
組合員・地域住民・県内外に対する情報発信力も
高めていかなければなりません。
　「次代の農業を目指す開拓者精神」もモットーに
役職員一体となって、農協改革に取り組んで参り
ます。ご協力をお願いいたします。

経営管理委員会会長が、これからのＪＡあおぞらについて、
組合員・地域住民の皆さまに思いをお伝えいたします。

自己改革を着実に進めるために
～同じ目的・目標をもち、ともに歩む～

JAあおぞら　経営管理委員会会長　山川　政文
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自己改革
Let's Yes we can!!

　ＪＡあおぞらでは「食と農を基軸とした地域に根ざした協同組合」として相互扶助
の理念に基づき、消費者の皆さんへ安心・安全な農畜産物をお届けし、農業者の所得
増大・農業生産の拡大・地域の活性化を実現するため様々な自己改革に挑戦しています。

　ここ数年、販売農家戸数は 15％程
度減少、面積と生産量はほほ横ばい
で推移しています。このことは即ち、
１戸当たりの栽培面積が増加傾向に
あることを示していて、露地野菜に
おいては、10 年間でなんと 3.7 倍に
規模が拡大しています。

　生産現場では育苗方法が変わり、小さい面積で
たくさんの苗の育苗が可能な「セル成形苗」の技
術が確立しました。短い育苗日数で苗が成形でき
ることで植え付けが機械化できるようになり、１戸
当たりの栽培面積が拡大しつつあります。育苗期
間が３週間程度と短く、種まきから生産者に渡すま
で気の抜けない作業が続きます。

　これから出荷期を迎えます。12 月から３月下旬
まで品種を組み合わせながら 1,260 ㌧を計画的に
出荷していきます。市況に左右されない安定した価
格と、出荷容器が 300 ㌔程度入る鉄コンテナで取
り扱いできる簡便さで、５年前からすると栽培面積
が 1.7 倍に拡大してきました。
　加工野菜の需要は、今後も拡大傾向にあり、ＪＡ
あおぞらも加工用キャベツの生産を充実させるとと
もに、求められる産地形成につとめたいと思います。

　近年の生活スタイルの変化により野菜需要に変化がみられます。
①食の外部化の進展
②生鮮野菜の購入より、サラダ等の加工調理品の購入増加
③少子化、共稼ぎ等の世帯構造の変化により食の簡便化志向の高まり
これらの環境変化から野菜の需要は、青果用としてより、加工野
菜としての需要が多くなっています。また、コストを重視する加
工業務の業界も食の安心・安全の観点から国産野菜の使用割合が
７割を超えてきています。

　ＪＡでは、加工用キャベツの苗をセル成形苗で供
給しています。今年度は、栽培面積 23.1 ㌶ですの
で、9,200 枚の苗を育て、８月 26 日から 10 月末
まで配布しました。生育状況は、植え付け当初から
台風等心配されましたが、順調に生育しています。

根がしっかり張っているか確認

箱詰めの手間が省ける鉄コンテナでの出荷

全国的な野菜生産の現状

加工用キャベツ生産拡大

産地での取組み

消費動向の変化
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営農情報 早期水稲　生産対策について
　早期水稲は、３品種（コシヒカリ、イクヒカリ、なつほのか）が作付されていますが、出穂期
の違いから、カメムシ防除の時期がズレる、隣接する作物で、防除しない作物（飼料用稲など）
が増加しているために、斑点米による等級格下げが多くなっています。
　また、近年は梅雨時期の多雨や日照不足、夏場の気温上昇による高温が、米の収穫量と品質低
下の要因になっており、収穫量の確保が課題となっています。
　このような中、「収穫量が多く、おいしい米づくり」を行うために、鹿児島県の開発品種である

『なつほのか』を、管内の早期水稲で実証栽培しました。
　『なつほのか』の特徴は、「おいしい」「収穫量が多い」「倒伏しにくい」「乳白しにくい」「コシ
ヒカリより出穂は 10 日遅れる」などがあります。
　次年度は、生産者収益の増加を図るために、作付品種を『なつほのか』に統一し、カメムシの
適期防除による品質向上を図ります。

①　カメムシの発生が多い
②　品種ごとに出穂期が異なるために、適期防除が困難になっている
③　近隣水田に、防除しない作物が増加している（飼料用稲、他の作物）
④　畦畔管理が不足している水田が多くなっている（畦払い不足）

①　『なつほのか』栽培管理の周知につとめます
　・こよみの配布（12 月の営農座談会にて配布予定）
　・栽培講習会の開催（２月）
②　カメムシ防除は、無人ヘリで２回防除を実施します
③　作物団地に向けた地域ごとの話し合い活動をすすめます

★収穫量の増加が、収益増加になります

※29年産　等級実績
品種名 一等 二等 三等 規外

なつほのか − 47％ 20％ 33％

コシヒカリ ３％ 20％ 39％ 38％

10a 当り販売金額比較
数量（俵） 単価 金額

なつほのか 19.5 5,366 104,637

コシヒカリ 15.0 5,345 80,175

収益差 4.5 24,462
※数量：玄米 30kg
※単価：平均単価

格下げ要因 カメムシによる斑点米の発生

●次年度対策

※お問い合わせは、営農指導課（☎ 474 − 2207）　比良までお気軽にどうぞ。
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子 牛 せ り 市 情 報
平成29年９月子牛せり市（９月26日～28日)自家保留を含む

町内・地区内での最高売上・血統は下記のとおりです

項　目 性　別 頭　数
価　　　　　格

平均体重 kg 単価 セリ上場
のみ価格最　高 最　低 平　均

地区全体 雌 830 1,518,000 20,000 604,566 281 2,284 641,363

町 全 体 雌 109 1,300,000 300,000 600,495 280 2,295 642,036

地区全体 去勢 821 1,152,000 30,000 748,900 315 2,431 765,818

町 全 体 去勢 120 1,100,000 350,000 753,800 314 2,410 757,193

地 区 総 計 1,651 1,518,000 20,000 676,340 300 2,367 709,613

町 総 計 229 1,300,000 300,000 680,830 300 2,366 709,876

性　別 血　　　　　統 価　　　格 体　　重

地区内
雌 安福久×第 1 花国×安平 1,518,000 円 274kg

去　勢 直太郎×安福久×第 5 隼福 1,152,000 円 352kg

町　内
雌 安福久×百合茂×安糸福 1,300,000 円 250kg

去　勢 華春福×百合茂×安福久 1,100,000 円 320kg

（単位：頭、千円）

　９月子牛せり市が９月 26 日から 28 日の３日間で開催されました。頭数は、1,651 頭（自家保留含）
で前回より、156 頭多い頭数でした。平均価格は前回より 3,495 円の安値でした。また、セリ市上場の
みの頭数は 1,426 頭で、前回より 13,548 円の安値でした。

農作業死亡事故は３５０件前後で推移

しており（農水省）、中でもトラクターや

運搬車の横転事故が目立ちます。

収穫作業の最盛期となりますが、トラ

クター乗車時のシートベルト、ヘルメッ

ト着用の声かけ活動を推進し、事故防止

に努めましょう。

【平成２８年度県内における農作業死亡事故の状況】

（抜粋）

注 新聞情報等による速報 県庁経営技術課

事故の概要

牛堆肥搬送用ショベルカー（１０ｔ）を車庫から出して道

路へ左折する際、同僚に気づかずはねる。

耕うん機で作業中、旋回時に土手から約１ｍ下の側溝に転
落、下敷き。

トラクターで狭い道路を走行中、 ｍ下の休耕地に転落、
下敷き。

トラクターで帰宅中、ほ場から道路に出た際、 ｍ下の畑
に転落、下敷き。

自走式ロールベーラーを軽トラックに積み込み中、操作を

誤り機械が後進し、倉庫と壁の間に挟まれ死亡。

農機具展示会  新型ずらり
　

10
月
13
日
、
燃
料
機
械
セ

ン
タ
ー
で
秋
の
農
機
具
展
示

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
最
新

鋭
の
農
業
機
械
や
低
コ
ス
ト

農
機
の
展
示
、
展
示
会
な
ら

で
は
の
特
価
品
な
ど
を
取
り

そ
ろ
え
、
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

農
作
業
安
全
啓
発
運
動
も

同
時
に
行
い
、
安
全
作
業
の

声
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
記

念
品
・
昼
食
も
準
備
し
、
来

場
し
た
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
、
貴
重
な
ふ
れ
あ

い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
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Aコープあおぞら店　　電話：099-471-4366　営業時間：朝9時～夜8時

こんにちは!農協の置き薬「クミアイ家庭薬」です

お問い合わせは、農協各支所または、
090-8288-1168（池之迫）まで

年齢を重ねるごとに大切になってくるビタミンＥ。 

内側から補給して、つらい症状を緩和。 

クミアイ 新ビタカプセルＥ３００ 
１００カプセル／４，８００円（税抜き） 

２００カプセル／８，５００円（税抜き） 

天然ビタミンＥとガンマ オリザノール

不快な諸症状を和らげます

1回1カプセル、 
1日2～3回食後に 
お飲みください 

ビタミンＥには、過酸化脂質（からだのサビ）の増加を防ぐ抗酸化作
用や、末梢の血液のめぐりを良くしたり、ホルモン分泌を整えたりす
る作用があります。 肩・首すじのこり、手足の冷え・しびれ、生理不
順や更年期の不快な症状におすすめです。

甘い香りが漂いました～

　通山集落の矢野さんより、自宅で採れたパイナップ
ルを提供いただき、本所窓口と営農指導センターで
展示しておりました。
　完熟したパイナップルのいい香りが漂いました。

県内のＪＡ・Ａコープ他、山形屋百貨店・マ
ルヤガーデンズ（一部テナントを除く）・城
山観光ホテル・いわさきホテル各施設等
でお使い頂けます。
商品券には、500 円と1000 円の２種類
があり、贈り物・仏事のお返し・
景品として最適です。

矢野博さん

−農協共通商品券のご案内−

何かと便利な「農協共通商品券」お買い求めは、
お近くのJA窓口まで！

ＪＡ窓口設置の
「農協共通商品券

ミニのぼり」
が目印です !

ＪＡ鹿児島県経済連

～いつもお手元に～ 

クミアイ家庭薬 
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まちがい探し
答え

（2017年11月号）

【答えの締切日】平成29年12月18日（月）

◎ 本誌に関する感想や特集してほしいこと、当ＪＡに対する意見・要望
などお書きください

住
所

〒
年
齢

お
名
前

性
別

ペンネーム

電話番号

本所・各支所でバケツ稲に取り組んでいます【写真は伊崎田支所】

まちがい探し

◆�まちがいの答えと必要事項を左下のハガキにご記入の
上、郵送、もしくは最寄りのＪＡ窓口へご応募ください。
◆�正解者の中から抽選で３名様にあおぞら一丁目お食事
券をプレゼントします。

上下の写真から、３か所の
違いを探してください。

頭の体操

・ひまわり  ・バケツのラベル  ・ちょリス9月号の答え

・りゅうき さん　　（有明町蓬原）
・のぶちゃん さん   （有明町野井倉）
・ショウ さん　　　（都城市）

当選
おめでとう
ございます

９
月
号
当
選
者

群青　2017年11月号

ト
ン
カ
ツ
定
食
天
ぷ
ら
ラ
ー
メ
ン

ぷ
る
る
ん
食
堂
の

 

　
　
ト
ン
カ
ツ
復
刻
！

豚
コ
ツ
ベ
ー
ス
の
ち
ぢ
れ
麺

　
エ
ビ
天
と
の
相
性
抜
群
！

新メニュー始まりました！

■営業時間
　AM11：00 ～ PM4：00（オーダーストップ  PM３：00）

■定 休 日　火曜日
志布志市有明町野井倉1207-1
TEL 099-471-4664あおぞら一丁目

グリーンティーカフェ

曜日替わりの

金曜日

月曜日

980円

800円

水しょうが焼定食…700円　木ちゃんぽん… 700円



経営管理委員会・理事会報告
第８回経営管理委員会（平成29年9月29日）

協議事項
　第１号議案　自己改革重点取組みシートの策定について
　第２号議案　いろは農園有明育苗事業の管理・運営の移管について
　第３号議案　�平成29年度8月末事業計画業務執行スケジュール

進捗確認書について
　第４号議案　平成29年度8月末実績検討書について

第９回経営管理委員会（平成29年10月30日）
協議事項
　第１号議案　平成29年度営農座談会の開催について
　第２号議案　�平成30年度事業計画策定委員会の設置について

第８回理事会（平成29年9月29日）
協議事項
　第１号議案　自己改革重点取組みシートの策定について
　第２号議案　職務権限表（融資）の見直しについて
　第３号議案　�改正育児・介護休業法の施行に伴う規程類の一部改正について
　第４号議案　�個人番号の預貯金口座への付番に係る個人情

報保護に関する規程類の一部改正について
　第５号議案　�いろは農園有明育苗事業の管理・運営の移管について
　第６号議案　�平成29年度8月末事業計画業務執行スケジュール

進捗確認書について
　第７号議案　平成29年度8月末実績検討書について

第９回理事会（平成29年10月30日）
協議事項
　第１号議案　平成29年産普通期米の仮渡金設定について
　第２号議案　平成29年産米穀（普通期米）の共同計算収支計画について
　第３号議案　信用照会審査基準の改正について
　第４号議案　�ＪＡあおぞら総合福祉センター運営規程類の一部変更について
　第５号議案　平成29年度営農座談会の開催について
　第６号議案　平成30年度事業計画策定委員会の設置について
　第７号議案　資産査定に伴う債権償却・引当要領の一部変更について

◆ご家族からのメッセージ
最近のマイブームはキティちゃん。
キティちゃんになりたい！と言って急にスカートをはき
だす面白い子。そんな娘に毎日楽しませてもらって
います。唯一無二の意味も持つ六花。名前のとおり
自分というものをしっかり持った子になってください。

父　竹平 祐貴さん・母　由希さん

きらきらスマイル

このコーナーでは有明町内にお住まいやお勤めの方の
お子様やお孫さまを掲載いたします。ご希望の方は、
企画管理課TEL099-474-1211 までご連絡ください。竹平　六

りっか
花ちゃん（3歳）有明町

野神

行事
予定表

11月 12月15日	 年金友の会グラウンドゴルフ大会
21日	 成牛セリ市
26日	 志布志市ふるさとまつり
27～29日	 子牛セリ市
28日	 外務推進日（貯金日）

１日	 第12回年金友の会
　　　　  ゴルフコンペ大会
３日	 ＪＡあおぞら感謝祭
11～13日	 営農座談会
13日	 成牛セリ市
18～20日　子牛セリ市
26日	 外務推進日（貯金日）

郵 便 は が き

62円切手を
貼ってください。
又はJA窓口へ
ご持参ください。

8 9 9 7 4 0 2

JAあおぞら
　広報誌「群青」係

志布志市有明町野井倉1373－1
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JAUSER
四角形
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MAP

【主催】あおぞら農業協同組合【協賛】Ａコープあおぞら店

【お問い合わせ先】０９９－４７４－１２１１ 企画管理課
鹿児島県志布志市有明町野井倉１３７３番地１

場所

編
集

／
企

画
管

理
課

 TEL099-474-1211
発

行
/N

O
.163　

平
成

29年
11月

14日
〒

899-7402 鹿
児

島
県

志
布

志
市

有
明

町
野

井
倉

1373-1
ﾎｰﾑﾍﾟー

ｼ／゙
http://w

w
w

.ja-aozora.or.jp　
ﾒｰﾙ／

info_aozora@
ks-ja.or.jp

ぐ
ん

　
 じ

ょ
う

あ
お

ぞ
ら

農
業

協
同

組
合

※天候等の影響で、内容が変更される場合があります　  ※イベント内容は一部変更になる場合があります


